
（別紙様式） （Ａ３判横）
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番号 評価項目 具体的方策 達成度 次年度への課題と改善策

・主体的に学ぶ意欲
を育成する。

①

②

自主的に学習する習
慣を身に付けさせる
ため、朝自習に教員
が関わる。
隙間時間の活用を指
導する。

①

②

①

②

A

・
自主的学習時間は増加して
きているので、主体的に学
ぶ意欲の育成と、質の良い
学習を行える環境づくり、
仕掛けを検討し、教員全員
で行う。

・生徒の自主的学習時間は増えてきてい
るので、質の向上を図ってほしい。魅
力的な授業を行うことで、主体的に学
ぶ意欲の育成を図るべきである。

・新学習指導要領に
基づく教育課程を
完成させる。

①

②

主体的・対話的で深
い学びを推進する指
導方法を確立する。
大学入学共通テスト
や一般入試に対応で
きる授業を行う。

①

②

①

②

B

・

・

オンラインでの授業を含む
ICTを活用した授業づくり
を進める。
新教育課程が完成し、共通
テストが実施されたたこと
から、学習指導について更
に検討する。

・総合型選抜や、学校推薦選抜だけでな
く、一般選抜においても英検などの外
部試験の利用がスタンダードになって
きている。学校からの情報提供やさら
なるバックアップを期待したい。

２

・ ・「生徒指導の道し
るべ」に基づき、
生徒指導の意義を
生徒に丁寧に説
明、理解させ生活
指導と交通安全指
導を全職員で組織
的に行う。

①

②

共通理解のもと、生
徒に指導の意義を理
解させながら指導に
当たる。
保護者協力による登
校指導を継続して実
施する｡

①

②

①

　
②

A

・

・

生徒自らが校則の意義を考
え、自らを律することがで
きる機会を作る。
今年度は実現できなかった
が、行事や生徒指導の取組
に保護者へ協力要請を行
う。

・

・

大半の生徒はルールを守り、しっかり
やっていると思われる。生徒の良いと
ころを見つけ、褒める指導を行ってい
ただきたい。
生徒が、校則をしっかり理解させ、自
主的にルールを守れるようになるとよ
い。

・ 進路指導部を中心
として、３年間を
見通した進路指導
計画を確立する。

①

②

ポートフォリオを活
用し、生徒の進路意
識を醸成する｡
生徒の進路希望に
合った進路行事を系
統的に行う。

①

②

①

②

B

・
コロナ禍で予定通りの行事
を行うことができなかった
が、リモート、進路通信の
充実で補うことができた。
従来の方法のほか、効果的
な新しい情報発信の方法を
検討する。

・
大学進学実績については、他校に見劣
りするのが現状である。明るくのびや
かで活き活き活動できる学校ではある
が、生徒の残す結果にこだわる姿勢も
また重要である。次年度以降の課題と
して、ぜひ積極的に取り組んでいただ
きたい。

・ 第１志望の進路を
実現させる。

①

②

ニーズに応じたセミ
ナー（講習）を充実
する。
生徒対象の進路説明
会に保護者の参加を
呼びかける。

①

②

①

②

B
・ 入試制度が大きく変化して

いるため、進路行事を充実
させ、保護者、生徒への情
報提供を迅速に行う。

・
今年度については、新型コロナウイル
スの影響により、総合型選抜や学校推
薦型選抜へシフトした生徒が多いので
はないか。安定志向により、一般入試
を回避することが目的となっているな
らば、入学後のモチベーションに不安
がある。

・ 広報に関する組織
の活動を充実させ
る。

① 担当を決め、ホーム
ページを定期的に更
新する。

①
①

B
・ 業務が個人に偏らず、役割

分担を行い、行事終了後迅
速に情報発信を行う。

・入試倍率が安定的に１倍を大きく上
回っていることは、HPの情報発信の積
極さがその一因だと思う。

・ メール配信を有効
に活用する。

①

②

保護者会でメール配
信システムの広報に
取り組む。
保護者が求める情報
を発信する。

①

②

①

②

B

・ 保護者満足度は上昇した
が、満足度が指標に届いて
いない。原因を解明し、満
足していただけるメール配
信を行う。

・メール配信のほか、HPなど複数の手段
により情報の発信を行うことはよい。
保護者の求める情報を発信できるよう
簡潔で分かりやすいマール配信を心が
けてほしい。

　※　重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。
　※　番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。

コロナ禍で研修回数は満足いくもの
ではなかったが、年次研修に関連さ
せた授業公開や、校内授業公開、協
調学習の公開授業を行い、授業力向
上を行った。
共通テストに対応できる授業づくり
に各教科で取り組んだ。授業満足度
74.9％　（4.2％増加）

共通理解のもと、身だしなみ指導、
携帯電話指導を行い効果が出てい
る。交通マナーについて校外からの
苦情がまだあるのが課題である。
校外における正しい制服着用意識の
割合　94.8％（4.7％増加）
今年度は保護者参加の登校指導は行
えなかった。

コロナ禍で進学セミナーは講座
数が少なかったが、受講生の学
力向上がみられた。
参加者の満足度　75.8％
（21.3％増加）
保護者の参加率は測定できな
かった。保護者へは生徒を通じ
て情報提供を行った。

緊急対応、諸会費の口座引き落
とし等メール配信している。
保護者登録数の割合　94.9％
（10％増加）

メール配信満足度　62.7％
（3.7％増加）

未来を拓く学びプロジェクトや他の研
修を行うことができたか。

授業で共通テストに対応できる学力を
身に付けさせることができたか。

共通理解のもと全教職員で、身だしな
み指導と携帯電話指導を行えたか。

登校指導に保護者の方も参加していた
だけたか。

保護者登録数の割合９０％以上
（昨年度８４．９%）

メール配信の保護者満足度７０％以上
（昨年度５９．０％）

学　　　　　　　校　　　　　　　自　　　　　　　己　　　　　　　評　　　　　　　価

　
生徒の一日の平均学習時間が、昨年度
より増えたか。

隙間時間の活用度４０%以上
（昨年度３７．６％）

概ね達成(６割以上)

変化の兆し(４割以上)
　出席者　学校関係者　　　９名
　　　　　生徒　　　　　　　名
　　　　　事務局(教職員)　４名

３

全体に落ち着いているもの
の、一部に身だしなみが不十
分な生徒がいる。生徒に校則
を守ることの意味をしっかり
理解させ、全体で継続的な指
導が必要である。
また、周辺は交通量が多く、
交通事故防止指導も課題であ
る。

生徒の進路意識を継続させることがで
きたか。

生徒の満足度９０％

ポートフォリオの活用は行わなかっ
た。対面での進路行事を行うことが
難しかったが、リモートでの進路説
明会や、進路通信の発行で情報発信
を行った。
進路意識高まり　63.9％（6.5％増
加）
進路指導全般の満足度82.2％
（11.5％増加）

進路説明会や講演会などを充
実させ、生徒の進路意識を高
めることができているが、そ
の内容や時期を精査し、その
教育効果を持続させ、進路実
現につなげることが課題であ
る。
また、早い時期から、保護者
に進路説明会や、進路情報を
提供し、保護者の協力のも
と、生徒の第１志望の進路実
現を目指すことが課題であ
る。

・

セミナー（講習）に関する生徒の満足
度８０％以上

保護者の参加率が上昇したか。

※学校関係者評価実施日とは、最終回の学校
　評価懇話会を開催し、学校自己評価を踏ま
　えて評価を受けた日とする。

年　度　評 価（２月１日 現在 ）

不十分(４割未満)

達
成
度

令 和 ２ 年 度　学 校 自 己 評 価 シ ス テ ム シ ー ト （ 埼 玉 県 立 南 稜 高 等 学 校 ）             s19

目指す学校像
明るく伸びやかな校風のもと、主体的に学ぶとともに、豊かな心と国際感覚を育み、希望する進
路を実現する学校

重　点　目　標

 １　自発的な学習習慣の確立と、豊かな学びを実現する教育課程の改善
 ２　教育活動全般を通じて自律的、主体的に行動できる生徒の育成
 ３　キャリア教育の充実と、生徒一人一人の希望する進路の実現
 ４　家庭・地域との幅広いネットワーク作りと、学校からの情報発信体制の充実

ほぼ達成(８割以上)

復習の大切さや隙間時間の活
用を指導しているが、自主的
に学習し復習に取組む生徒、
隙間時間を活用している生徒
の割合はここ数年横ばいであ
る。主体的に学ぶ習慣の確立
と隙間時間の活用が課題であ
る。
また、新学習指導要領に基づ
き、基礎基本と幅広い知識を
バランスよく身に付ける、新
たな教育課程を完成させ、す
べての教員が準備を行う必要
がある。

・

学 　校　 関　 係　 者　 評　 価

実 施 日　令和３年３月１５日

学校関係者からの意見・要望・評価等評価項目の達成状況

学年、分掌、部活動等から定期的に情
報発信ができたか。

ホームページのレイアウト変更
により、見やすくなり、情報発
信の更新回数も増えたが、担当
による定期的な更新はまだ不十
分である。

４

・ ホームページは随時更新して
情報発信しているが、広報の
校内組織で運営し、正確な内
容を迅速に伝えるホームペー
ジ作りが必要である。より多
くの保護者に登録をしてもら
い、満足度の高いメール配信
をすることが課題である。

年　　　　　　度　　　　　　目　　　　　　標

現状と課題 方策の評価指標

１

朝自習の場に生徒はいるが、主体的
に学習していると認識している生徒
はまだ少ない。
朝自習取組割合　68.3％　16％増加
自主的学習時間
平日1～2時間　68.3％　8.6％増加
休日1～4時間　39.3％　11.5％増加
隙間時間活用割合　45.9％　8.3％
増加


